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〔特別展〕 
愛知大学公館 特別展  
－築後 100 年の洋風建築をめぐって－ 
期間  2012年6月2日（土）～7月28日（土） 
場所  愛知大学記念館および愛知大学公館 
東亜同文書院大学記念センターでは、愛大公館建築100周年を記念して6月2日（土）から7月28日（土）
までの期間、「愛知大学公館 特別展－築後 100 年の洋風建築をめぐって－」を開催いたしました。 
期間中は多くの方にご来館下さり、大学記念館および愛大公館の来館者数は総勢1,000名を超え、中でも
2 日間実施した公館見学会では初日（6 月 2 日）に 200 名、2 日目（6 月 9 日）は新聞発表と口コミでさらに増





ご あ い さ つ 
 
愛知大学東亜同文書院大学記念センター長 
































月に陸軍第十五師団長官舎として建設され、今年で 100 年を迎えました。 
 

































































林毅き 陸ろく  初代愛知大学長  
 


























































本間学長がしたためた請願書冒頭の草稿（本間長女の殿岡晟子あ き こ氏提供） 
































































































しかし、2006 年の豊橋市制 100 周年を記念して製作された映画「早咲きの花」では、公館も

















































































































































              


















第十五師団期 （1912～25 年） 
 氏名（いずれも中将） 在任期間 備考 
 内山 小二郎 1909.1.14～1912.11.27 在任中に官舎竣工 
 井口 省吾 1912.11.27～1915.1.25   
 由比 光衛 1915.1.25～1917.8.6   
 久邇宮 邦彦王 1917.8.6～1918.8.9   
 尾野 実信 1918.8.9～1919.11.25   
 市川 堅太郎 1919.11.25～1922.8.15   
 田中 国重 1922.8.15～1925.5.1（廃止）   
 
陸軍教導学校期 （1927～41 年） 
 氏名（階級） 在任期間 備考 
 武田 秀一 （大佐→中将） 1927.6.30～1930.8.1   
 川原  侃  （大佐） 1930.8.1～1932.9.1   
 林   茂清 （少将→中将） 1932.9.1～1935.3.15   
 中井 武三 （少将） 1935.3.15～1936.3.7   
 常岡 寛治 （少将） 1936.3.7～1938.3.1   
 伊藤 知剛 （少将→中将） 1938.3.1～1939.8.1   
 石黒 貞蔵 （少将→中将） 1939.8.1～1940.8.1 予備士官学校長兼任 
 古閑  健  （少将→中将） 1940.8.1～1941.9.1 予備士官学校長兼任 
 
陸軍予備士官学校期 （1941～45 年） 
 氏名（階級） 在任期間 備考 
 小田 健策 （少将） 1941.9.1～1942.12.14   
 永沢 三郎 （少将） 1943.3.1～1944.7.14   
 早渕 四郎 （中将） 1944.7.14～1945.8.31（閉校）   
 






























































































































非常によい よい 普通 余りよくない よくない 無回答
男 49 60 15 4 0 7
女 58 77 9 3 0 8
合計 107 137 24 7 0 15 290
































































●公館の設備・雰囲気についての感想                      











（◎） 100 年前の建物としては程度がとても良い。使用されている材料もすばらしい。 







（○） 築 100 年という節目に公開されたのがよい。歴史を感じる建物である。 














（◎） しっかりとした建物ですが、想像以上に老朽化しているのに驚きました。100 年ですものね…。（…） 
（◎） 近くにいながら、こんな歴史的な建物があるなんて全然知らなかった。（…）窓に絡まったつたが印象的だった。 






























（○） 100 年も前のものがきれいに残っていて驚きました。床が不安定で見れなかったところが残念でした。（…） 
（△） サンフランシスコに普通にある百年前の建築物群と同じ時代の物が健在だと感銘を受けました。 










●今回の見学会の開催についての感想、今後の要望               
















（―） 小学生の頃 1 年生と思いなつかしく見学しました。出来れば同級生の常岡正（昭和 3 年生）、常岡少将の子供。 











（◎） 今日は親を連れて来られなかったので、是非見せたいです。是非また公開して下さい。（1 時間は短すぎる） 
（◎） 前の通りはよく車で通るが、公館の存在は全く知らなかった。今回のような企画は是非又行って欲しい。（…） 







（○） 市内に在住でも、このような 100 年前の歴史の跡が残されていること知らなかった。出来るだけ保存し軍都の歴史が
風化しないように伝えいかれること祈念する。 











（―） （…）100 年前の建物を見させて頂き感動しました。 
 






























































●今後の公館についての要望・アイデア                    


















































































































これからも知られ愛される建物として PR もしてほしい。ちょっと人が多くて入退場に工夫がほしかった。 
（●） 公開日が 2 日間と短く、参加人数が多すぎると思います。もう少し期間を用意して申込制にすべきだと感じました。
個人的には有料でも良いかと思います。又建物の保存状態も良いとは言えません。その上、多くの人が訪れて職員
の目が届かない状態だったので、貴重な文化財を管理する上で問題もあると思います。類似の近代建築は多数あ
りますので、管理体制等参考にされるのが宜しいかと。 
 
